
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「
辺
野
古
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」
は

４
日
、
総
選
挙
後
初
の
第
１
土
曜
日
集
中
行
動
を
辺
野
古
ゲ

ー
ト
前
で
約
６
０
０
人
超
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
、
歓
声
で
迎
え
ら
れ
た
赤
嶺
政

賢
、
照
屋
寛
徳
両
衆
院
議
員
が
「
自
民
党
は
オ
ー
ル
沖
縄
が

弱
体
化
し
た
と
言
っ
て
い
た
が
、
選
挙
結
果
で
オ
ー
ル
沖
縄

は
盤
石
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。 

稲
嶺
市
長
「
三
選
勝
ち
取
り
基
地
造
ら
せ
な
い
」 

稲
嶺
名
護
市
長
は
「
２
月
の
市
長
選
挙
で
必
ず
勝
利
し
、

翁
長
雄
知
事
を
支
え
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
必
ず
阻
止
す

る
」
と
力
強
く
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
（
写
真
左
）
。 

赤
嶺
選
対
の
共
同
代
表
を
務
め
た
共
産
党
の
渡
久
地
修

県
議
は
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
広
範
な
人
々
に
支
え
ら
れ
て
赤

嶺
当
選
を
勝
ち
取
っ
た
。
オ
ー
ル
沖
縄
は
、
が
じ
ゅ
ま
る
の

よ
う
に
深
く
強
く
根
を
張
っ
て
い
る
」
と
報
告
。
保
守
中
道

の
地
方
議
員
の
政
策
集
団
・
ぬ
に
ふ
あ
ぶ
し
の
メ
ン
バ
ー
が

リ
レ
ー
ト
ー
ク
し
、
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。
糸
数
慶

子
参
院
議
員
も
集
会
前
の
座
り
込
み
に
参
加
し
ま
し
た
。 
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新基地建設反対名護共同センターニュース 

「オール沖縄」はさらに深く強くなった！ 

    
裁判所前集会では県民 1000 人が激励  

  
 ワクワク、ドキドキです 
 
 

 

 

大浦湾に活断層がある可能性が大きい 
「政府は税金で調査した結果を公表すべき」 

 ヘリ基地反対協は 2 日、辺野古ゲート前テント村で「大浦湾の活断層問題」につ

いて加藤祐三琉球大学名誉教授から報告を受けました。テント村では約 250 人の県

内内外からの参加者が聞き入り、活発な質疑も交わされました（写真上）。 

加藤教授は、「大浦湾には辺野古断層と楚久断層が走り長島近くで V字型に交差

している。そこが５０㍍近く沈下しており、比較的新しい落ち込みであるなら海底

に活断層が伸びている可能性が濃厚だ」と指摘しました。 

活断層なら津波や地震で新基地は破壊される 
加藤教授は、仮に活断層の上に新基地を建設した場合「いくら基礎を深く打ち

こみ頑丈にしても、いや頑丈にすればするほど津波や地震で新基地が破壊され、

燃料や放射性物質などが海や付近の集落に広がる可能性がある」と話しました。 

そのうえで加藤教授は「政府・防衛局は巨額の税金を投入しポセイドンなど最

新鋭の調査船や電波を使って地質調査を行っており、その結果を国民に公表すべ

きだ」と調査結果を公表しない政府を厳しく批判しました。 

総
選
挙
後
初
の
ゲ
ー
ト
前
土
曜
集
会
に
６
０
０
人 

赤
嶺
、
照
屋
両
衆
院
議
員
迎
え
大
き
な
歓
声
上
が
る 

 

 

右
図
の
説
明=

横
の
メ
モ
リ
は
最
大
４

㎞
、
縦
メ
モ
リ
は
、
水
深
最
大
１
５
０

㍍
。
し
た
が
っ
て
実
際
上
は
図
の
よ
う

な
急
斜
面
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
わ

か
り
や
す
く
す
る
た
め
学
会
で
は
通
常

の
表
現
と
の
こ
と
で
す
。 

 

加藤琉大名誉教授がゲート前で報告 
テント村 250 人が聞き入り活発な質疑も 

全印総連女性部も参加 

 ゲート前集会には、本土
の労組・全印総連女性部の
ツアー20 数名も参加。稲
嶺市長や赤嶺議員と記念
撮影（写真）、スクラム組
んでたたかいの歌を合唱
するなど交流しました。 


